
 

３年生が扇っ子
おうぎ  こ

タイムで、お茶
  ちゃ

の勉強
べんきょう

を

始めました
は じ      

。入間市
い る ま し

でも、茶摘み
ちゃつ   

が始まって
はじ      

います。 

夏
なつ

も近づく
ちか    

八十八夜
はちじゅうはちや

 

野
の

にも山
やま

にも若葉
わ か ば

が茂る
しげ   

 

あれに見える
み   

は 

茶摘
ちゃつみ

じゃないか 

あかねだすきにすげの笠
かさ

 

という「茶摘
ちゃつみ

の歌
うた

」を聞いた
き   

ことはありますか。ここに出て
で  

くる、「八十八夜
はちじゅうはちや

」の意味
い み

を知
し

っていますか。 

 昔
むかし

の暦
こよみ

では、春
はる

は立春
りっしゅん

から始まります。春
はる

が始まる
はじ    

と、

だんだんと夏
なつ

が近
ちか

づいてきます。八十八回
はちじゅうはちかい

夜
よる

をかぞえると、

５月１日。５月になったら茶摘み
ちゃつ   

をしていたということが、

この歌
うた

で分
わ

かりますね。このころに摘む
つ  

お茶
  ちゃ

を一番
いちばん

茶
ちゃ

（初摘み茶
はつつまみちゃ

）といって、値段
ね だ ん

が高
たか

いようです。「新茶
しんちゃ

」とも

言います
い    

ね。地域
ち い き

によっても違う
ちが  

ようですが、５月
  がつ

に摘む
つ  

お茶
  ちゃ

はとても栄養
えいよう

があるようです。 

                      村越 新 

ちゃ  つ  


